
 

 

 

 

【清流祭迫る！生徒会の取り組みーその２―】 

長い夏休みが明けました。校舎に歌声が響き、清流祭実行委員を中心に全校生徒が一丸となっての準備が本格化しています。生徒

会（清流祭）テーマ「INNOVATION―新しい創造―」。生徒一人一人の取り組みがどんな形に表れていくのか、期待が膨らみます。昨日の委員会で

は、通常の委員会に加えて、どの委員会も清流祭のための活動が行われていました。一部ではありますが紹介します。 

〈給食委員会・ポスターコンクール準備〉        〈保健委員会・カウントダウン準備〉         〈図書委員会・演題準備〉        

〈報道委員会・撮影の確認〉             〈本部清流祭運営委員会・生徒会室のテーマとミーティング〉 

【２学期のスタートにあたり】 

月曜日スタートの１週間でした。これで８月が終わっていきます。夏休み明けの慣らし運転は、個人差があり、もう少し時間が必要な生徒もいます。

夏休みの宿題のこと、通常授業再開、朝夕の合唱、清流祭にむけての準備は委員一人一人に役割がある委員会もあり、少なからず気持ちの負担

があることでしょう。スタートダッシュではなく、徐々に２学期の学校生活に慣れていきましょう。慣らし運転は、もちろん通常の生活を取り戻していくための

ものです。そのため、（２年生は PTA 作業もあるのですが…）土日は少しリラックスして過ごしましょう。ご家庭でのお子さんの見守りをよろしくお願いいたし

ます。 

 
［始業式の校長講話から］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連絡・お願い】 

・１日の秋の PTA 作業については、オクレンジャーで連絡している通りです。台風の状況を見ながら判断していきます。 

志高錬成
～志を高く持ち、          

よりよい成果を得るために、      

粘り強く自分を鍛える～ 
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・生徒代表の発表をしてくれた３人のように目標をもって２学期をスタートしましょう。 

・８月８日に起きた日向灘での地震に思いを寄せて。 

・「探究総合」が本格化して、どの学年も２学期が山場になります。探究スパイラルを回転させていきましょう。 

・（ある高校の朝の校舎内での動画視聴から）「あいさつ」から、心を開いて相手と近づくことをきっかけにして、お互い
が認め合い支え合う学級や学年、学校を目指しましょう。 

（校長先生からの問いかけ）「ビデオをみて、気づいたことを教えてくださいね。」 

（全校に発表してくれた気づき）「あいさつをするとき、ゆっくり歩いていて、とても大きなあいさつでした」 

「明るいあいさつでした」「声がデカくて目を見てできていました」「自分から言っていました」 

 


